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NQ11 意識を喚起し 進んで行動をCREATEAWARENESSTAKEACTION
2000-2001年畦RI余腱フランクJ ･デブリン
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友愛の日

ある出版社が30代$10代のサラリーマンを対象にアン

ケーl､調査した所、 「厳もなりたい人物」の|､ツプは

大橋巨泉氏だったそうです。

日本では「リタイア＝引退」は第--線を退くという

ネガティブなイメージしかないのに対し欧米では若く

して引退できる程「成功者」とされ、仕上11や会社は人

生の全てではなく、あくまでも充実した後半生の為の

準備であり、その準備の優先順位は以下の通り。

l .健康。

2．良きパーI､ナー。

妻とのつき合い方では、できるだけ一緒にいる

事が亟要。

3．複数の趣味。

生き甲斐のない人生は無意味である。

4．財政。

持ち家、現金、長期的投資

巨泉氏はロイド・シェアラーの「幸せな人生への手

引」にある次の9つの言粟を、引退後の人生の道標と

しています。

1 .正しいil1i値感を持とう。

2．体を大切に。健康こそ富の源泉。

3．いつも明るく、人の役に立つ人間であれ。

4．怒りっぽい人やモメ事の好きな人を避けよ。

5．熱狂的信者も避けよ。

6． 自分でしゃべるより、人の言う那を聞くように

しよう。

7．人に助言を与える覗に用心深くなろう。

8．苦い人に優しく、年寄りや困っている人に同情

的で、弱･者や道を誤った人には寛容であれ。

9．成功と金を同等に考えてはいけない。

○彼の座右の銘

l ~ 「iI'砿ぶな、風邪ひくな、義理を欠け」歳をとっ

てからの!|賦倒や風邪は、大けがや大病ひいては死

につながる。無理をしない為に、義理を欠くこと

も大切。

2. @@Youcarl'thavccvcrything.''

あまり欲ばらず、決して全てを手に入れようと

してはならない。

これからの残り少ない人生、早目にリタイアできる

よう、なんとか努力してみようと思っています。
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囮"それでこそロータリー”

囮出席報告

会貝 71(63)名 出席 ‘16名

出席率 7302％

前々同 9月5日 （修正出席率）98.46％

囹ビジター紹介 1名

囮ゲスト紹介

名古屋大学大学院工学研究科教授 大熊繁氏

|佐久間副幹事報告
へ

l .次回例会終了後、諮問委員会を開催致しますので

諮問委員の方はお残り下さい。

’石黒カウンセラーより報告

■

~

先日、財団奨学生の中村るりさんがパリに出発され

ましたが、見送りの際お父様が描かれた絵を頂きまし

たので、事務局に飾らせて頂きます。
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いることを考えてみましょう。

私達が車を運転するとき、加速するとか減速する

とかいう意志決定をします。また、裏道を通って行

くとい･う、 これまで行わなかった行き方を見つけだ

すこともあります。このような意志決定や新しいこ

とを見つけだすこと（刺発)は、 これまで人間が行っ

てきました。 しかし、コンピュータの進歩により、

インテリジェン|､システム論を附いて意志決定を行

う知能ロボッ|､が実現し、新しいことを考えだす進

化ロボッ|、 （正碓には、迩伝的アルゴリズムという、

極めて多くの要素の組合せから|号l的に適う組合せを

見つけることができるプログラムをもつロポッ|､）

が実現できるようになりました。

進化ロボッ|､は、 イ;'1手に合わせて動いてくれます

ので、機械に弱いお年寄りにも使えるロボッ|､にな

ります。心配性の方は、 ｜皇Iら瞬くなっていくロボッ

トが出現すると、 「ターミネーター」のように人間社

会を脅かすことになると思うかもしれません。実|際

には、そのようなことは起こりえません。ご安心下

さい。

題講演

“進化するロボット”

名占屋大学大学院丁:学研究科教授

（紹介

大熊繁氏

黒須さん）

『

情報技術(I 'l､)時代を迎えて、情報を伝えるネッ

|､ワークと,li¥報を川いて仕1Iをしたり娯楽を楽しむ

人間とを紬びつけるコンピュータが広く浸透してき

ました。工場や家庭で川いられるロボッ｜､は、その

ようなコンピニ1．－タを醐脳としてもつ機械であり、

コンピュータの飛雌的な'IMEI"l:により急速に慨く

なってきました。

ロポッ|､研究の'二I櫟は、人間のようなロボットを

作ることです。そこで、人llllが頭脳を用いて行って
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メ 【9/19分】 ます°NHKの大学ロボットコン 菊池昭元君小山雅弘君；

;萩繍撤~先ﾛば鐡,,が上鱗繍蕊譲箙偽艫井襄竺臺鱈駕鐸
；うございました。奥様によろしく ります。 水野賀績君森 幸一君ﾗ
ﾒお伝え'くさいませ。それからもう 水野民也君 西川豐長君西野英樹君ミ
＞ ~,つうれしいことがありました。 ルーちゃんの為にホス'､ファミ 鴬谷龍男君佐久間良治君?
； 9月18日(II)の!1'[IWrliil'lﾘ1 1:llに、私 リーの方々に来て頂いてありがと 佐野 寛君鈴木正男君メ
メどもエレガントブーケの記11ﾄが救 う。ワイワイ例会で、家内が歌わ 田部井良和君舎人経昭君メ
ゼリました。昨年に続き取材されま せて頂いてありがとう。 和田正敏君山田壽勝君ミ
ノ

〉したこと、 この上ない春びです。 小杉啓彰君、成田良治君 吉田節美君吉田 玄君；

；石黒正則君 水野民也さん、ルシアナの誕生 ワイヮイ例会、皆様ご苦労様メ
ゼ 松届さん、誠に有雌うございま 会ありがとうございました。 でした《， ＞
／ 〉
〉した。タクシーが仲々来ない|'寺、 足立一成君福井 章君

!W:腎欝瀞獅| ジ
メ大変助かりました！ 林 哲央君伊原正躬君 ’ 55,000円 〈
メ黒須アイ子さん 池田 隆君伊藤健文君 ／／
2 名大教授、大熊先生をお迎えし 神崎住惠さん河村政孝君 〉
〈 ‐-------.-------------.-------.-----------.--.------.-.--------..-.------.-----,------------.---.-----.------.--------- ＞

； 【9/12分】 永井 勝君 牧野登志子さん松居敬二君；
2尾関武弘君 集巾豪雨の為、失礼します。 宮尾紘司君水野民也君＃

＃ 親'朧委員会の皆さん､本Hの設 成田良治君 水谷祥督君大口弘和君，
；営ありがとうございました。 すばらしい夜間例会をありがと 鴬谷龍男君佐久間良治君メ
タ伊豫田博明君 う。すてきなア'､ラクションを楽 佐野 寛君笹野義春君ミ
ゼ 大雨、雷にも負けず、夜間例会 しみにしています。 鈴木理之君田部井良和君メ
メヘ多数の出Iﾊﾘを頂きましてありが 鈴木正男君 竹内眞三君舎人経昭君；
；とうございます。 今宵はワイワイ例会一~…私に 山本英次君 <／
ゼ秋山茂則君 とってロータリー入会以来、初 今I]はl･X夜です。 〈
； 芸術的カラオケを唄います。 めての唄舞台です｡ご声援下さい。 吉田節美君 ；
;在田忠之君 足立一成君萩原喜代子さん 会員誕生日祝い タ
ゼ ホームクラブ御無沙汰 伊原正躬君池田 隆君 黒野貞夫君 ／

；池森由幸君 石黒正則君伊藤健文君 夫人誕生日祝い ﾗ
ﾒ 今F1は家内の代わりに娘がつい 加藤重雄君加藤大豊君 ／
§て来てくれました。ルーに、ハツ 菊池昭元君小林 明君 ｜鱒苔:諦矧；

| 64.000円 | ;
ノ

＞ピーバースデー〃 小山雅弘君黒須アイ子さん
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露次回例会（10月3日） クラブフォーラム（米l l l奨学委員会）
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